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編 集 後 記
平成26年度初等教育学科紀要が刊行のはこびとなった。今号には，4編の論文と1編の研
究ノートをおさめることができた。この5編は，教育，保育という枠にとどまらず，子どもを
取り巻く課題を横断する研究である。そして，いずれも日本の教育，保育の世界に一石を投ず
る成果である。
斉藤氏稿は，PISA調査で注目を集め続けているフィンランドの算数授業の参観をもとに算
数教育の表現様式の具体的提案をしている。加えて，フィンランドの算数教育が授業態度，就
学前教育等といった，教育の大切な要素と関わることについても示唆がある。
小川佐貫氏稿は，生命尊重の態度や生命観を育成するという今日的な課題について述べて
いる。水族館という水中の生物を展示する場で臨場感を持たせながら，より確かな形で生命の
教育実践をすることを目指している。佐貫氏は，初等教育学科を卒業後，本学科の助手として
勤務，現在本学大学院で学んでいる。
今井氏稿は，本年2月号（人間社会学部紀要）に続く2報として，真摯な文献調査により，
明治期の民間調理教育の実際を明らかにしたものである。今井氏の著書は昨年5月，昭和女子
大学女性文化研究奨励賞を受けている。
岸田氏稿は，従来，学校現場で，三次的支援の方法として多く用いられてきた対人ゲームと
いう遊びを，一次的，二次的な方法として学級経営の中で活用することを提唱する。長年，小
学校現場で教育相談に携わった経験を基に，事例を収集，分析して，児童や学級理解，登校支
援や学級集団づくりに効果的な結論を導いている。
踏査報告である永岡氏稿は，ハンガリーでの音楽教育の実際と民俗の伝統の継承について論
究したものである。今後の日本の音楽教育，日本の文化教育がどのような道をるのか，また，
近代化によって失われていった日本の伝承文化や民俗文化を音楽教育の中に位置づける可能性
を探求している。
ところで，本年度，初等教育学科は106名の新入生を迎えた。この中に，過去の編集後記で
たびたび報告している館山プログラム「夏休み ワクワク ドキドキ教室」に小学生として参加
していた学生が1名含まれていたことは，4泊5日の同プログラムを毎年実施してきた教職員
にとってうれしいことであった。
また，学部初等教育学科が創設から9年目を数えたこの春，新任の教員を2名迎えた。早川
陽専任講師（美術教育）と國分有穂特命講師（英語教育）である。久しぶりに新たな，若い教
員を仲間に加えたことになる。今までと違った新しい風を入れながら，当学科は次年度，10
年の節目を迎える。
最後に，私たちの紀要号の刊行にご協力くださった編集室の諸氏，多用の中，投稿してくれ
た各位に記してお礼申しあげる次第である。
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